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光格子フェルミ粒子系における低エネルギー状態
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フェルミ原子系 (40K, 6Li)における超流動状態の観測の後、フェルミオ
ン数の異なる粒子数インバランスの系においても超流動状態が観測さ
れ、現在フェルミ粒子冷却原子系における超流動状態が精力的に研究さ
れている。中でも、冷却フェルミ原子ガスにおける擬ギャップ的振る舞
いは、ホットトピックスの一つとなっている [1,2]。擬ギャップ的振る舞
いとは、超流動転移温度より高温の通常状態において、フェルミレベル
近傍に出現するギャップ的振る舞いのことであり、転移温度以下で現れ
る超流動ギャップとは異なるものである。一方、引力相互作用を持つ強
相関格子模型においては、超流動転移については詳細な研究が行われて
いるが [3,4]、転移温度近傍における状態密度の振る舞いの変化について
はあまり調べられていない。そこで本研究では、引力相互作用を持つハ
バード模型を取り上げ、粒子密度を変化させた時、超流動転移温度近傍
における状態密度がどのように変化するのか詳細に議論する。ハミルト
ニアンは以下の通りである。
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ここで、tはホッピングを表しており、U はフェルミ粒子間引力相互作用
である。本研究では、局所相関効果を正確に取り込むことのできる動的
平均場近似を用いる。ここでは、有効不純物模型の動的性質について連
続時間量子モンテカルロ法を用いて数値的に解き、最大エントロピー法
を用いて系の状態密度を求める。そして、相互作用や粒子密度を変化さ
せた時、擬ギャップ的振る舞いがどのように出現し、超流動相における
超流動ギャップとどのようにつながるのか議論する [5]。
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